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F 3　　　　　高等学校家庭科における被服整理分野の指導内容に関する一考察

　　　　　　　　　　　　　　　一洗浄作用を中心としてー

　　　　　　　　　　　　　広島大教育　○上田典子　岩垂芳男

　【目的】市販の洗剤には，洗浄効率を高めるために種々の添加物が含まれているが，その

　中でも再汚染防止剤は大きな役割を果たしている。従来から再汚･染防止剤としてカルボキ

　ジメチルセルロース（ＣＭＣ）が用いられているが. CMCは合成繊維に対してあまり有効

　ではないと言われている。そこで本研究では，再汚染防止剤としてポリェチレングリコ―

　ル（ＰＥＧ）を取り上げ，この作用を種々の角度から検討し。得られた結果をもとにPEG

　を用いた洗浄作用（再汚染防止作用･可溶化作用）に関する教材を作ることを目的とした。

　【方法】界面活性剤として代表的な二種を，試験白布として綿･ポリエステルなどを，固

体微粒子汚れとしてカーボンブラックを，油性汚れの代わりに油溶性染料を用いて，汚染

実験及び可溶化実験によりPEGの作用機構を明らかにした。これらの結果から.PEG

が最も有効に作用する条件におけるモデル実験を考案し，洗浄作用に関する教材を構成し

た。　さらに，教材としての適切性を検討するため, 1987年11月に広島大学附属高等学校第

一学年42名（男子24名･女子18名）を対象として，実験を中心とした授業研究を行った。

　【結果】PEGは適当な条件を選べば，少量の添加により天然繊維だけでなく合成繊維に

対しても再汚染防止効果を発揮することが明らかとなった。また，PEGは油溶性染料の

可溶化も著しく増大させることが認められた。授業研究により，考案した再汚染防止作用

及び可溶化作用に関する実験が，高校生に対して洗浄作用を理解させるためのーつの方法

となり得ることをmmした。授業後の生徒の感想から, P E Gを用いた簡単な実験を通し

て生徒か洗浄作用に興味を持ち, 消費者としての自覚も高まったことが窺えた。
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　目的　衣生活における技術教育についての問題点をみいだし、将来の衣服教育に役立て

るとともに、よりよい消費者の示唆を得たいと考える。家庭洋裁に関する消費者の意識調

査を小嶋らが報告したのは1972年で、アメリカのホームソーイングブームと同様な可能性

の検討と家庭洋裁のコンセプトを見いだし､問題点を７項目あげている。以後15年を経過

したので､実態を把握し比較検討を行い、ライフスタイルの変化に対処した衣服技術の有

効な方向性をmmしたいと思う。ここではその一部を報告する。

　方法　ホームソーイングヘの関心についての調査をおこなう。　内容は第一報の小池･

浅枝が作製したのと同じである。調査項目は５項目、設間数は1 8問、対象は女子大生で

総数7 5 3名（H U = 4 0 8、T U = 1 8 2、T J ＝1 6 3）年令平均1 9 .s歳｡調査期

間は昭和61年6月と62年4月～7月。調査解析方法は単純集計、クロス集計、因子分析、差の

検定である。I計算は大型計算機（SPSSパーケージ）により家本が担当する。

　結果　ホームソーイングの実施状況は小嶋らの報告と同様低調で、たまにする40.2≪、

ほとんどしない40.2％、したことがない15≪である。プラスイメージもマイナスイメージも

共通性が見られる。洋裁が好きであるとの回答はii.i%、どちらともいえないのが47. 8≪で

教育の在り方により二極化するであろう。将来習いたいと思うことについては54.9≪が希

望している。習いたくないの理由としては､不器用だから32.98、時間がない31.1≪、興味

がない25.4≪である。楽しみながら服を作る人にたいしては､57Xがうらやましく思い、経済

性や作る楽しさへの認識は強い。将来の自己啓発・創造に役立つ基礎力の養成が望まれる。


